
修理／ 部品

Husky™ 1050e
電動ダイアフラムポンプ 3A3677G

JA

流体流動用途用電動ドライブ搭載１インチポンプ。業務用にのみご使用下さい。

重要な安全に関する指示
本説明書およびHusky 1050eの操作説明書にある全ての警告およ
び指示を読んで下さい。 説明書は保存して下さい。

最高作動圧力に関しては、操作説明書
の51～54ページの性能チャートを参照
ください。
認可を含め、モデルの情報は、 6～7
ページを参照ください。

PROVEN QUALITY. LEADING TECHNOLOGY.
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334188 Husky 1050E 電動ダブルダイヤフラムポンプ、操作
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警告

警告
次の警告は、この機器のセットアップ、使用、接地、整備、および修理に関するものです。感嘆符記号は
全般に適用される警告を表し、危険記号は手順特有の危険性を表しています。これらの記号が、本取扱説
明書の本文または警告ラベルに表示されている場合には、戻ってこれらの警告を参照してください。この
セクションにおいて扱われていない製品固有の危険シンボルおよび警告が、必要に応じて、この取扱
説明書の本文に示されている場合があります。

警告
電気ショックの危険性

この装置は、接地する必要があります。不適切な接地、セットアップまたはシステムの使用
により感電を引き起こす場合があります。

• ケーブル接続を外したり、装置の整備または設置を開始する前に電源をオフにし、電源を
取り外します。カート取り付けモデルの場合、電源コードを取り外します。その他すべて
のモデルの場合、メインスイッチの電源を取り外します。

• 接地された電源にのみ接続してください。
• すべての電気配線は資格を有する電気技師が行う必要があります。ご使用の地域における
すべての法令に従ってください。

• 装置を開く前に、コンデンサを放電させるために5分ほどお待ちください。
• カート取り付けモデルの場合、3線式延長コード以外は使用しないでください。
• カート取り付けモデルの場合、接地線の先端部が電源コードおよび延長コードに直接
導通していることを確認してください。

• カート取り付けモデルの場合、雨中にさらさないでください。室内に保管してください。

火災と爆発の危険性

作業場に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発の原因となる
ことがあります。塗料や溶剤が装置を通る時に、静電気が発生する場合があります。火災
と爆発を防止するために:

• 十分換気された場所でのみ使用するようにしてください。
• パイロット灯やタバコの火、携帯電灯およびプラスチック製たれよけ布などのすべての着
火源(静電アークが発生する恐れのあるもの)は取り除いて下さい。

• 作業場にあるすべての装置を接地してください。接地の説明を参照してください。
• 溶剤、ボロ巾およびガソリンなどの不要な物を作業場に置かないでください。
• 可燃性ガスが存在するときに、電源コードの抜き差し、または電源または照明のスイッチ
のON/OFFはしないでください。

• 接地したホース以外は使用しないでください。
• 静電気火花が生じた場合、または感電したと感じた場合、操作を直ちに停止してください
。問題を特定し、解決するまでは、装置を使用しないでください。

• 作業場には機能する消火器を置いてください。

静電気は、清掃中にプラスチック部分に蓄積され、放電したり、可燃性物質を引火させた
りする可能性があります。火災と爆発を防止するために:

• プラスチック部分の清掃は換気が十分な場所でのみ行ってください。
• 乾いた布で清掃しないでください。
• 装置の作業場で静電気を帯びたガンを操作しないでください。
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警告

警告
加圧された装置による危険

装置、漏れまたは破裂した構成部品から出た流体は目または皮膚に飛び散って、重大な怪
我を生じる可能性があります。

• スプレー／ディスペンスを中止する場合、または装置を清掃、点検、または整備する前
に、 圧力解放手順 に従ってください。

• 装置を操作する前に、液体の流れるすべての接続個所をよく締め付けてください。
• ホース、チューブ、およびカップリングを毎日点検してください。摩耗または損傷した部
品は直ちに交換してください。

装置誤用の危険性

誤用は死あるいは重篤な怪我の原因となります。

• 疲労しているとき、薬物を服用した状態、または飲酒状態で装置を操作しないでください。
• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高使用圧力または最高使用温度を超
えないようにしてください。すべての機器取扱説明書の技術データを参照してください。

• 装置の接液部品に適合する液体または溶剤を使用してください。すべての機器取扱説明書
の技術データを参照してください。液体および溶剤製造元の警告も参照してください。ご
使用の素材に関する完全な情報については、販売代理店または小売店より安全データ・
シート（SDS）を取り寄せてください。

• 装置を使用していない場合は、すべての装置の電源を切断し、 圧力開放手順 に従っ
てください。

• 毎日、装置を点検してください。メーカー純正の交換用部品のみを使用し、磨耗または破
損した部品を直ちに修理または交換してください。

• 装置を改造しないでください。装置を改造すると、機関の承認を無効にし、安全上の
問題が生じる場合があります。

• すべての装置が、それらを使用する環境用に格付けおよび承認されていること確認し
てください。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い合わ
せください。

• ホースとケーブルを通路、鋭角のある物体、可動部品、加熱した表面などに近づけない
でください。

• ホースをネジったり、過度に曲げたり、ホースを引っ張って装置を引き寄せたりしない
でください。

• 子供や動物を作業場から遠ざけてください。
• 適用されるすべての安全に関する法令に従ってください。

加圧状態のアルミ合金部品使用の危険性

加圧された装置内でアルミニウムと混合不可能な液体を使用した場合、深刻な化学反応や装
置の破裂を引き起こすことがあります。この警告に従わない場合、致死や重傷、物的損害
をもたらす可能性があります。

• 1、1、1-トリクロロエタン、塩化メチレン、その他のハロゲン化炭化水素系溶剤、または
これらを含む液体は使用しないでください。

• 漂白剤を使用しないでください。
• その他の多くの液体も、アルミニウムと反応する可能性のある化学物質を含んでいること
があります。適合性については、原料供給元にお問い合わせください。
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警告

警告
熱膨張の危険性

ホースなどの細い空間で加熱される液体は、熱膨張によって圧力が急激に増加することがあ
ります。過度の圧力は、装置の損傷や深刻な負傷の原因になります。

• 加熱時にはバルブを開いて液体の膨張を回避してください。
• ホースは運転状況に応じて、一定の間隔で、積極的に交換してください。

プラスチック部品の洗浄溶剤の危険性

多くの溶剤は、プラスチックの部品の品質を低下させ、故障に至らせる可能性があり、これ
は重傷事故または物的損害の原因になることがあります。

• プラスチックの構造用部品または圧力含有部品を洗浄する場合は、部品に適合する水性
ベースの溶剤のみを使用するようにしてください。

• これおよび他のすべての機器取扱説明書における技術データを参照して下さい。液体と溶
剤の製造元の製品安全データシートと推奨事項をお読みください。

有毒な液体又は蒸気の危険性

有毒な液体や煙は目や皮膚にかかったり、吸込まれたり、飲み込まれたりすると、重傷や死
に至る恐れがあります。

• 安全データシート (SDS) を読み、ご使用の流体に特有の危険性について熟知して下さい。
• 有毒な液体は保管用として許可された容器に保管し、破棄する際は適用される基準に
従ってください。

火傷の危険性

運転中、機器の表面や液体は加熱されて非常に高温になる可能性があります。重度の火傷
を避けるためには:

• 熱い溶液や装置に触らないで下さい。

作業者の安全保護具

作業場にいる際には、目の怪我、難聴、毒性ガスの吸引、および火傷を含む重傷事故から身
を守るために、適切な保護具を身につける必要があります。この保護具は以下のものを含み
ますが、必ずしもこれらに限定はされません。

• 保護めがねおよび耳栓
• 流体および溶剤の製造元が推奨する呼吸マスク、保護服および手袋
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構成番号マトリックス

構成番号マトリックス
識別プレート(ID)を確認して、ポンプの構成番号を
調べてください。以下のマトリクスを使い、お客
さまのポンプ部品を特定してください。

サンプル構成番号1050A-E,A04AA1SSBNBNPT

1050 A E A 04A A1 SS BN BN PT
ポンプ
モデル

接液面の材料 駆動 センターセク
ション素材

ギアボック
スおよび
モーター

液体カバーお
よびマニホー
ルド

シート ボール ダイアフラム マニホー
ルドOリ
ング

ポンプ 接液面の材料 ドライブの種類 センターセクション
素材

モーターとギアボックス

1050 A アルミ製 E 電気的 A アルミ製 04A ギアボックス搭載標準AC誘
導電動機

C 導電性ポリプロ
ピレン

S ステンレス鋼 04B ブラシレスDCモ—タ

F PVDF 04C AC誘導電動機、ATEX✦
H ハステロイ 04D 防爆型AC誘導電動機★
P ポリプロピレン 04E NEMA56Cギアボックス✚
S ステンレス鋼 04F IEC90B5フランジギアボック

ス✚
05A 圧縮機(120V)搭載標準AC誘導

電動機

05B 圧縮機(120V)搭載ブラシレス
DCモ—タ

06A 圧縮機(240V)搭載標準AC誘導
電動機

06B 圧縮機(240V)搭載ブラシレス
DCモ—タ
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構成番号マトリックス

液体カバーおよびマ
ニホールド

シート素材 ボール素材 ダイヤフラム素材 マニホールド
Oリング

A1 アルミニウム、
npt

AC アセタール AC アセタール BN ブナ-N

A2 アルミ製、bsp AL アルミ製 BN ブナ-N CO ポリクロロプレン
外側被覆済み

– – BN、FK、もしく
はTPシート搭載
のモデルは、Oリ
ングを使用しま
せん。

C1 導電性ポリプロ
ピレン、中央フ
ランジ

BN ブナ-N CR ポリクロロプレン
標準

FK FKM フルオロエラ
ストマー

PT PTFE

C2 導電性ポリプロ
ピレン、末端フ
ランジ

FK FKM フルオロエラ
ストマー

CW ポリクロロプレン
加重

GE ギオラスト

F1 PVDF、中央フラ
ンジ

GE ギオラスト FK FKM フルオロエラ
ストマー

PO PTFE/EPDMオー
バーモールド

F2 PVDF、末端フラ
ンジ

PP ポリプロピレン GE ギオラスト PT PTFE/EPDM
2個

H1 ハステロイ、npt PV PVDF PT PTFE PS PTFE/Santoprene 2
ピース

H2 ハステロイ、bsp SP サントプレーン SP サントプレーン SP サントプレーン

P1 ポリプロピレン、
中央フランジ

SS 316 ステンレス鋼 SS 316 ステンレス鋼 TP TPE

P2 ポリプロピレン、
末端フランジ

TP TPE TP TPE

S1 ステンレス鋼、
npt

S2 ステンレス鋼、
bsp

認可

✦コード 04C の付いたアルミニウム製、導電
性ポリプロピレン、ハステロイ、ステンレス
鋼のポンプは、以下に適合しています、

II 2 G ck Ex d IIB T3 Gb

✚ 04E または 04F コードの付いたアルミニ
ウム製、導電性ポリプロピレン、ハステロ
イ、ステンレス鋼ポンプは、以下に適合して
います、 II 2 G ck IIB T3 Gb

★ モーターコード付き 04D は、以下に適合
しています: Class1, Zone 1, AEx d IIB T3 0°C<Ta<40°C

すべてのモデル(04D、 05Aおよび 05Bを除い
て)は、以下に適合しています:
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発注情報

発注情報

最寄りの販売代理店を見つけるには

1. www.graco.comをご覧下さい。
2. 購入先をクリックして、販売代理店ロケーターを使用します。

新しいポンプの構成を指定するには
販売代理店に電話でご連絡ください。

または

www.graco.comで入手したオンラインダイヤフラムポンプセレクターツールを使用してください。工程
装置のページへ進みます。

交換部品の注文

販売代理店に電話でご連絡ください。
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概要

概要
Husky 1050e製品ラインは、幅広いモデルの電動式
ダイヤフラムポンプを提供します。www.graco.com
のセレクターツールを使用して、ご要望の条件に
合ったポンプの較正を選択してください。このセク
ションでは、入手できるモデルの基本構成を示し

ています。液体セクションのオプションは数え切
れないほど多く含まれています。多くのマニホー
ルド、シート、ボール、ダイヤフラムオプション
が、これらの広範囲のモデルで入手できます。

センターセク
ション

モーター
タイプ

制御部 ギアボック
ス

圧縮機 認可オプション カー
ト

はい-120V 無し いい
え*

はい-240V いい
え*

はい、モー
ターの部品

いいえ
CE

いい
え*

IEC いいえ ATEXおよびCE いい
え*

AC

VFD — 含まれてい
ません。VFDキット
16K911 (240V) および
16K912 (480V)が入手
できます。

NEMA いいえ 防爆 いい
え*

はい-120V 無し はい

はい-240V はいブラシレ
スDC

Gracoモーター制御—
含まれます。 NEMA

いいえ

CE

いい
え*

NEMA いいえ いい
え*

アルミニウム
または
ステンレス鋼

無し 無し
IEC いいえ

CE
いい
え*

* カート取り付けキット24Y543が入手できます。

キーポイント:

• ポンプは、ACモーター付きもしくはブラシレス
DCBLDC)モーター付き、もしくはギヤボックス
(モーターがすでに使用可能な用途に対し)だけを
搭載した状態で入手できます。

• Gracoは全ての装置の電気回路について、モー
ター・ソフト・スターターあるいはVFD (PN
16K911 あるいは 16K912) の使用を推奨します。
いずれの構成部品を使用する場合も、正しい設
置についての製造者の推奨を参照して下さい。
すべての場合に、全製品が地域の法規に従って
設置されている事をが確認下さい。

• BLDCモーターは、ポンプを搭載したGracoモー
ター制御によって制御されます。

• 標準ACモーター(ATEXではない、もしくは防爆)
およびBLDCモーターには圧縮機を搭載していな
いモデル、120V圧縮機付き、もしくは240V圧縮
機付きの各モデルがあります。

• BLDCモーターは、カート搭載型の各モデルが入
手できます。他のモデルに関して、カート取り
付けキット24Y543が入手できます。
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トラブルシューティング

トラブルシューティング

• 器具を点検またはサービスする前に、
( 圧力開放手順, page 12) に従ってください。

• 分解する前に、すべての考えられる問題と原因
をチェックしてください。

Gracoモーター制御のトラブルシューティングもしくはエラー情報に関しては、操作説明書(334188) を
参照ください。

問題 原因 解決法

ポンプの運転が速過ぎるため、吸引の
前にキャビテーションが起こる。

モーターコントローラーの速度を低下
させる。(VFDもしくはGracoモーター
制御)

センターセクションに空気圧がない
か、もしくは空気圧が低すぎます。

ご使用の用途の条件に応じて、セン
ターセクションへ空気圧を加えてくだ
さい。

チェックバルブボールがひどく摩耗し
ているか、またはシートあるいはマニ
ホールドに挟まっている。

ボールおよびシートを交換してくだ
さい。

ポンプに十分な吸引圧がない。 吸引圧力を増加させる。取扱説明書
を参照ください。

シートがひどく摩耗している。 ボールおよびシートを交換してくだ
さい。

排出口または注入口が制限されてい
る。

制限を解除します。

注入口の固定金具またはマニホールド
が緩んでいます。

締めます。

ポンプは回転するが、吸込みおよび/も
しくは汲み上げしない。

マニホールドOリングが損傷していま
す。

O リングを交換します。

センター・セクションが過剰に熱を帯
びています。

ドライブシャフトが壊れています。 交換します。

チェックバルブボール、シート、また
はOリングが摩耗している。

交換します。

マニホールドネジまたは液体カバーネ
ジが緩んでいます。

締めます。

ポンプが、ストール時に液体圧力を維
持できない。

ダイアフラムシャフトボルトが緩ん
でいる。

締めます。

モーターもしくはコントローラーが不
適正に配線されている。

マニュアルに従って配線する。ポンプが回転しない。

漏れ検出器(装着されている場合)がト
リップしている。

ダイヤフラムの破断がないか、もしく
は適正に取り付けられているかチェッ
クする。修理または交換します。

モーターは作動しているが、ポンプが
回転していない。

モーターとギアボックス間のジョー
カップリングが、適正に接続されてい
ない。

接続を確認してください。
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トラブルシューティング

問題 原因 解決法

吸引ラインが詰っている。 点検し、清掃します。

ボールが粘着性を帯びていないか、漏
れていないかチェックします。

清掃または交換します。

ポンプ流量異常

ダイアフラム（またはバックアップ）
が破裂している。

交換します。

ポンプから異常なノイズが発生。 ストール圧力もしくはその値の近くで
ポンプが作動している。

エアー圧を調整するか、ポンプ速度
を落とす。

取り付け金具が緩んでいます。 締めます。スレッドシーラントを点
検します。

Oリングもしくはシャフトシールが、
緩んでいるか損傷している。

交換します。

空気消費量が予想よりも高い。

ダイアフラム（またはバックアップ）
が破裂している。

交換します。

吸引ラインが緩んでいます。 締めます。

ダイアフラム（またはバックアップ）
が破裂している。

交換します。

マニホールド、損傷したシート、また
は O リングが緩まっている。

マニホールドボルトを締めるか、シー
トまたはOリングを交換します。

液体中に気泡が存在する。

ダイアフラムシャフトボルトが緩ん
でいます。

締めます。

マニホールドネジまたは液体カバーネ
ジが緩んでいます。

締めます。ポンプの接合部から外部に液体が漏
れている。

マニホールドOリングが摩耗していま
す。

O リングを交換します。

GFCI がトリップしました。 GFCIからコントローラーを取り外し
ます。

供給電源に不具合がある。 電源の問題の原因を、特定し修理す
る。

コントローラーが故障もしくは停止
している。

動作パラメータを超えている。 イベントコードの取扱説明書およびコ
ントローラーのトラブルシューティン
グを参照ください。

注、可変周波数装置(VFD)の問題に関しては、ご使用のVFDマニュアルを参照ください。Gracoモーター制御の問
題に関しては、1050eの取扱説明書を参照ください。

3A3677G 11



修理

修理

圧力開放手順

このシンボルが表示されるたびに、圧
力開放手順に従ってください。

本装置は、圧力が手動で解放されるまでは、加圧
状態が続きます。皮膚や目などへの飛散など、
加圧状態の液体から生じる重大な怪我を避ける
には、ポンプの動作を止めた後および装置を清
掃、点検、および整備する前に、圧力開放手順
に従ってください。

注: 分割マニホールドユニットの場合、ポンプの両
側に対して圧力開放手順を実施してください。

1. システムの電源を切ります。
2. 使用されている場合、分注バルブを開きます。
3. 液体ドレンバルブ (L) を開いて、液圧を抜きま

す。排液を受けるために容器を用意します。
4. ポンプのエアバルブを閉めます。
5. 圧縮機搭載装置、バルブを作動させてすべて

の残留した空気を抜きます。

チェックバルブの修理

注、さまざまな素材における新しいチェックバル
ブボールおよびシートにはキットをご利用いただ
けます。Oリングキットおよびファスナーキットも
ご利用いただけます。

注、チェックボールの適切な収納を確実にするに
は、ボールを交換する際には必ずシートを交換し
てください。また、マニホールドが取り外される
たびに、O リングを交換してください。

チェックバルブの分解

1. 圧力開放手順, page 12に従ってください。
モーターから電源を取り外します。すべての
ホースを外します。

2. プラスチック製ポンプに関する注意、ハンド
ツールを使って、スレッドロッキング粘着パッ
チを外します。

3. 10 mm(M8) ソケットレンチを使用して、マニ
ホールドファスナー （5）およびナット(42; ス
テンレスモデルにのみ使用)を外してから、ア
ウトレットマニホールド (3) を外します。

4. もし取り付けられていれば、O リング (8)、
シート (6)、およびボール (7) を取り外します。

5. もし取り付けられていれば、インレットマニ
ホールド(4)、O リング (8)、シート (6)、およ
びボール (7) を取り外します。

分解を続行するにはダイアフラムの分解, page 14を
参照してください。

チェックバルブの再組み付け

1. すべての部品を清掃し、摩耗または損傷がない
か点検します。必要に応じて部品を交換しま
す。

2. 逆の手順で再度組立てます。図のすべての注に
従ってください。まずインレットマニホールド
を取り付けます。ボールチェック(6～8)および
マニホールド（3、4）が、表示された内容と
完全に 一致するように組み立てられているこ
とを確認してください。液体カバー (2) の矢印
(A) は、アウトレット・マニホールド (3) に向
ける必要があります。
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修理

Figure 1 チェックバルブの組付けとアルミニ
ウムモデル

1
中強度 (青) ネジロッカーを塗布します。90 in-lb (10.2 N·m)のトルクで締めます。トルクシーケ
ンスに従います。 トルクの指示, page 25を参照してください。

2 矢印（A）は、排出口マニホールドの方向に向いていなければいけません。

3 モデルの中には使用されてないものもあります。

4 ステンレス鋼モデルにはナット(42)が含まれます。
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修理

ダイアフラムの修理

ダイアフラムの分解

注、ダイアフラムキットは、さまざまな素材やス
タイルでご利用いただけます。部品のセクション
を参照してください。

1. 圧力開放手順, page 12に従ってください。
モーターから電源を取り外します。すべての
ホースを外します。

2. マニホールドを取り外し、
チェックバルブの修理, page 12に説明
されている方法で、ボール・チェックバルブを
分解します。

3. 10 mm ソケットレンチを使って液体カバーか
らボルト（5）を取り外し、液体カバーをポン
プから引き上げます。

ヒント、ステンレス鋼ポンプの場合、落下し
ないよう、紛失しないように注意してナット
(42)を取り外します。

4. ダイアフラムを取り外す場合、必ずピストンは
一方の側に完全に移動させてください。ポン
プがモーターに取り付けられていない場合、
手でシャフトを回してピストンを移動させま
す。ポンプがモーターに取り付けられている場
合、モーターのタイプに規定された以下の指示
に従ってください。:

a. AC モデル、ネジを緩め、ファンカバーを
取り外します。手でファンを回転させて、
シャフトを時計方向に回しピストンを一方
の側に移動させます。

b. BLDCモデル、プラグ (124) および O リ
ング (127) を取り外します。10 mmソ
ケットを使用してシャフトを時計方向
に回しピストンを一方の側に移動させ
ます。ソケットはスムーズに回転する
はずです。[僅か1.7 N•m (15 in-lb)のトル
ク]より大きなトルクが必要な場合、停
止させてください。モーターを外しま
す。 センターセクション修理, page 18を
参照してください。

5. オーバーモールドダイアフラム (CO および PO
モデル)

a. 露出したピストンシャフトを16 mmレンチ
のレンチ平面部で支えます。ダイアフラム
(12) は、手で回して取り外せます。エアサ
イド・ダイアフラムプレート（11）を取り
外します。

b. ドライブシャフトを回して、ピストンを完
全に片方の側に移動させます。手順4の説明
を参照ください。手順 5a を繰り返します。

6. その他すべてのダイアフラム

a. 金属製ポンプ：露出したピストンシャフト
を16 mmレンチのレンチ平面部で支えま
す。シャフトボルト(13)に別のレンチ (同じ
サイズ) をあてがって取り外します。次い
で、ダイアフラムアセンブリのすべての部
品を取り外します。
プラスチックポンプ:露出したピストンシャ
フトを16 mmレンチのレンチ平面部で支え
ます。液体側面ダイアフラムプレートの六
角部分に対し、1～1/4 ソケットまたはボッ
クスエンドレンチを使用してそれを取り外
します。ダイアフラムアセンブリのすべて
の部品を取り外します。

b. ドライブシャフトを回して、ピストンを完
全に片方の側に移動させます。手順4の説明
を参照ください。手順 6a を繰り返します。

7. 分解を続行するには、
センター・セクションの解体, page 18を参照
してください。
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修理

ダイアフラムの再組立て

16ページの図のすべての注記に従ってください。こ
れらの注意には、重要な情報が含まれています。

告知
再組み立て後は、ネジ山ロッカーを12時間硬化
させるか、もしくはポンプの運転前にメーカー
の指示に従ってください。ダイアフラムシャフ
トボルトが緩んでいると、ポンプが損傷する場
合があります。

ヒント、センターセクション (ドライブシャ
フト、ピストン、その他)の修理や点検をす
る場合も、ダイアフラムを元に戻す前に、
センターセクション修理, page 18 を参照ください。

1. すべての部品を清掃し、摩耗または損傷がない
か点検します。必要に応じて部品を交換しま
す。センターセクションがきれいで乾燥してい
ることを確認してください。

2. オーバーモールドダイアフラム (CO および PO
モデル)

a. ダイアフラムのセットネジが緩んできた
り、または交換する際は、永久固定ネジ
ロック剤(レッド)をダイアフラムサイドス
レッドに塗布します。固定するまでダイア
フラムのネジを締めます。

b. エアサイドプレート（10）をダイアフラム
に組み立てます。プレートの凸面側がダイ
アフラムに面していなければいけません。

c. ピストンシャフトの雌ネジ山を溶剤に軽く
浸したワイヤブラシを使って掃除して、残
留しているネジロック剤を取り除きます。
ネジ山固定用プライマーを塗布し、それ
を乾かします。

d. 十分に掃除をして、次に中程度の強さ
（青）のスレッドロッカーをダイアフラ
ム・アセンブリーのスレッドに塗布しま
す。

e. 露出したピストンシャフトを16 mmレンチ
のレンチ平面部で支えます。手でできるだ
け固くアセンブリをシャフト固定します。

ヒント、液体カバーボルトをセンターセク
ションに挿入します。ボルトに対してレンチ
を固定し、両手を使ってダイヤフラムを締め
付けます。ダイアフラムの分解, page 14に
あるイラスト図を参照ください。

f. ドライブシャフトを回して、ピス
トンを完全に片方の側に移動させま
す。 ダイアフラムの分解, page 14の手順4
の説明を参照ください。

g. その他のダイアフラムアセンブリにも同じ
手順 を繰り返します。
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3. その他すべてのダイアフラム-金属製ポンプ

a. 十分に掃除するか、もしくはピストンシャ
フトボルト(13)を交換します。O リング
(34) を取り付けます。

b. 流体サイドプレート（9）、ダイアフラム
（11）、バックアップダイアフラム（12、
搭載されている場合）、エアサイドダイア
フラムプレート（10）をに示されている
通りボルトします。

c. ピストンシャフトの雌ネジ山を溶剤に軽く
浸したワイヤブラシを使って掃除して、残
留しているネジロック剤を取り除きます。
ネジ山固定用プライマーを塗布し、それ
を乾かします。

d. 中程度の強さ（青）のスレッドロッカーを
ボルトのスレッドに塗布して下さい。

e. 露出したピストンシャフトを16 mmレンチ
のレンチ平面部で支えます。ボルトをシャ
フトにねじ込み、27～34 N•m (20～25 ft-lb)
のトルクを加えます。

f. ドライブシャフトを回して、ピス
トンを完全に片方の側に移動させま
す。 ダイアフラムの分解, page 14の手順4
の説明を参照ください。

g. その他のダイアフラムアセンブリにも同じ
手順 を繰り返します。

4. その他すべてのダイアフラム-プラスチック製
ポンプ
a. 完全にネジ山を掃除するか、もしくは液体

サイドプレート(9)全体を交換します。
b. ダイアフラム（11）、バックアップダイア

フラム（12、搭載されている場合）、エア
サイドダイアフラムプレート（10）をに
示されている通り、流体サイドプレート
（9）へ取り付けます。

c. ピストンシャフトの雌ネジ山を溶剤に軽く
浸したワイヤブラシを使って掃除して、残
留しているネジロック剤を取り除きます。
ネジ山固定用プライマーを塗布し、それ
を乾かします。

d. 中程度の強さ（青）のスレッドロッカーを
液体サイドプレート(9)のネジのスレッド
に塗布します。

e. 露出したピストンシャフトを16 mmレンチ
のレンチ平面部で支えます。アセンブリを
シャフトにねじ込み、27～34 N•m (20～25
ft-lb) のトルクで締めます。

f. ドライブシャフトを回して、ピス
トンを完全に片方の側に移動させま
す。 ダイアフラムの分解, page 14の手順4
の説明を参照ください。

g. その他のダイアフラムアセンブリにも同じ
手順 を繰り返します。
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5. 液体カバーを取り付けます。各液体カバーにあ
る矢印 (A)は、アウトレット・マニホールドに
向ける必要があります。中程度の強さ（青）
のスレッドロッカーをボルトのスレッドに塗
布します。 トルクの指示, page 25を参照して
締め付けてください。

6. チェックバルブとマニホールドの再組み付
け チェックバルブの再組み付け, page 12を参
照してください。

1
凸面側がダイアフラムに面していま
す。

2個 (PS または PT) モデル

2
中程度の強さ（青）のスレッドロッ
カーをスレッドに塗布して下さい。

3
ダイアフラムにあるエアサイドのマー
クは、センターハウジングを向いてい
る必要があります。

4
ネジが緩んできた場合、あるいは交
換の際は、永久（赤）スレッドロッ
カーをダイアフラム側のスレッドに塗
布します。中程度（青）のスレッド
ロッカーをシャフト側のスレッドに
塗布します。

5
最大100 rpmにおいて27～34 N•m
(20～25ft-lb)のトルクを加えてくださ
い。

6
プライマーを雌スレッドに塗布しま
す。乾燥させます。

オーバーモールド (PO および CO) モデル 標準 (TP、SP、BN、FK、 および GE) モデル

告知
再組み立て後は、ネジ山ロッカーを12時間硬
化させるか、もしくはポンプの運転前にメー
カーの指示に従ってください。ダイアフラ
ムシャフトボルトが緩んでいると、ポンプ
が損傷する場合があります。
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センターセクション修理

センター・セクションの解体

ページ 19 のイラストを参照してください。

1. 圧力開放手順, page 12に従ってください。
モーターから電源を取り外します。すべての
ホースを外します。

2. マニホールドを取り外し、
チェックバルブの分解, page 12に説明
されている方法でバルブ部品をチェックしま
す。

3. ダイアフラムの分解, page 14に説明されてい
る方法で、液体カバーとダイヤフラムアセンブ
リーを取り外します。

ヒント、ギアボックスブラケット(15)をベン
チに締付けます。ポンプをモーターに取付け
たままにします。

4. 5 mmの六角レンチを使用し、4個のボルト
（117）を取り外します。アラインメントハウ
ジング(116)からポンプを引っ張って外します。

ヒント、ポンプをゴム槌で軽く打ちカプラー
を取り外す必要があります。

5. 5/16六角レンチを使用してプラグ (124) を取り
外します。30 mmのソケットレンチを使い、
軸受ボルト(106)とOリング(108)を上部から取
り外します。

6. シャフトを回転させシャフトの溝がアラインメ
ントマークと合致して上部にくるようにしま
す。

7. 3/4–16ボルトを使用してドライブシャフトア
センブリー(112)を押し出します。軸受ボルト
(106)を使用することも可能ですが、最初に軸
受(107)を取り外してください。必ずドライブ
シャフト上の溝は、センターシャフト内のマー
キングと一致した状態が維持されていなければ
なりません。

告知
適正なアラインメントは不可欠です。10 in-lb
(1.1 N•m)以上のトルクはかけないでくださ
い。過剰なトルクをかけると、ハウジングの
ネジ山が剥ぎ取られてしまいます。もし抵抗
が発生したら、アラインメントをチェックす
るかもしくは販売店にご連絡ください。

8. シャフトカプラー(113)にはドライブシャフトア
センブリー付きで入手できます。そうでない場
合、アラインメントハウジング(116)に手を伸ば
し、シャフトカプラー(113)を取り外します。

9. シールカートリッジ(110)、Oリング(109)、お
よびOリング(111a)付きラジアルシール(111)
をドライブシャフトアセンブリーから取り外
します。

10. ピストンアセンブリ(102)をセンターからスラ
イドさせます。

11. 損傷していなければ、ギアボックスカプラー
(114)はギアボックスシャフト(118)に取り付け
たままにしておきます。それを取り外す必要
がある場合、最初にアラインメントハウジン
グのネジ(128)とアクセスカバー(126)を取り外
します。カプラー(114)のネジ(115)にアクセス
できるまでギアボックスカプラーを回転させ
てください。8 mmの六角レンチを使用してネ
ジ(115)を外し、次いでギアボックスカプラー
(114)を取り外します。

注、損傷していなければ、アラインメントハウ
ジング(116)はギアボックスから取り外さない
でください。
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センターセクションの再組み付け

1. センターハウジング(101)、ピストン(102)の
中央およびドライブシャフト(112)を掃除し乾
燥させます。

2. ピストンに過剰な摩耗がないかチェックし、必
要ならば交換します。表示されたようにピス
トンにグリースを注入し、センターセクショ
ンにあるアラインメントマークに従って、上
部に溝を配置した状態でピストンをセンター
セクションに取り付けます。

3. O リング (108) と軸受ボルト(106)を取り付け
ます。中強度(青色)ネジ山ロッカーを塗布し、
20～34 Nm (15～25 ft-lb) のトルクで締めます。
表示されているように軸受(107)がピストン上
の溝の中に収まっていることを確認します。ピ
ストンが自由に回転することを確認します。

4. ドライブシャフト(112)のシール表面が清浄な
ことを確認します。シールカートリッジ(110†)
およびラジアルシール(111†)をドライブシャフ
トに取り付けます。O リング (111a†)がラジア
ルシール上にあることを確認します。ラジアル
シール(111†)上のリップ(へり)はセンター方向
IN を向いている必要があります。

5. O リング (109†) を取り付けます。
6. 19ページのイラスト図に示されているようにド

ライブシャフトの嵌め合わせエッジの上に焼付
け防止潤滑剤を塗布します。

7. ピストンをハウジングの中の中心に設置し、
溝を上向きにしてドライブシャフトアセンブ
リ(112)をセンターハウジング(101)に取り付
けます。

8. シャフトカプラー(113)に摩耗がないかチェッ
クし、必要ならば交換します。ドライブシャ
フトに取り付けます。

9. 取り外したら、カプラーがシャフトにしっか
りと収まるまで、アラインメントハウジング
(116)にギアボックスカプラー(114)を取り付け
ます。中強度のスレッドロッカーを塗布し、ネ
ジ(115)を取り付けます。35～45 ft-lb (47～61
N•m)のトルクを与えます。次に、アクセスカ
バー(126)を取り付けます。ネジ (128) を10～
20 in-lb (1～2 N•m)のトルクで締め付けます。

10. ギアボックスカプラー(114)が適正に配置して
いるか確認します。必要に応じて手で回転させ
ます。ポンプをギアボックスアセンブリに取り
付け、カプラーと噛み合わせます。

11. 中強度 (青) ネジロッカーを塗布し、ハウジング
ネジ(117)を取り付けます。カプラーとしっか
りとかみ合うように1度に5回転させて十字形に
締め付けます。130-160 インチ‐ポンド (15-18
N.m)のトルクで締めます。

12. O リング (127) がプラグ (124)上にあるか確認
します。プラグを取り付け、15～25 ft-lb (20～
34 N•m)のトルクを与えます。

13. ダイアフラムの再組立て, page 15およ
び チェックバルブの再組み付け, page 12を参
照してください。
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修理

1
中強度 (青) ネジロッカーをネジ山に
塗布します。

2
15～25ft-lb (20～34 N•m) のトルク
を与えます。

3
リップ(へり)が センター側 IN を向
くようにします。

4

ドライブシャフトアセンブリのラジ
アル表面に多量に焼付け防止潤滑
剤を塗布します。

5
ドライブシャフトアセンブリを、溝
を上向きにして取り付けます。

6

カプラーと均等にかみ合うように1
度に5回転させてネジを十字形に締
め付けます。130-160 インチ‐ポンド
(15-18 N.m)のトルクで締めます。

7
内部の合わせ面には潤滑剤を塗布
して下さい。
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修理

センター軸受の交換

注、センター軸受に損傷の疑いがある場合のみこの
手順を実施してください。通常のポンプ点検では
軸受の交換は必要ありません。センターセクショ
ン修理ツールキット24Y627が必要となります。軸
受引き出しキット17J718も必要となります。ツー
ル(A)は、この軸受引き出しを使った作業用に設計
されたものです。
1. センター・セクションの解体, page 18のすべ

ての手順に従います。
2. ブッシングの中の1つが上を向いた状態でセ

ンターハウジング(101)をバイス(万力)でクラ
ンプします。

3. 溝の付いた側が下を向いた状態でハウジングに
修理ツール(A)を設置します。

4. ブッシング(C)を取り外します。中程度の寸法
のジョーの上部の穴および引き出しの内部の穴
を使用します。ブッシングの下部リムとジョー
がしっかりかみ合っていることを確認します。
あるブッシングがかみ合っていない場合、ハウ
ジングを回転させます。他のブッシングに対
してもこれを繰り返します。

5. 軸受(D)側を下にして、センターハウジング
(101)をバイスに設置します。

6. 段差状の側が下を向いた状態でハウジングに
修理ツール(A)を設置します。

7. 軸受(D)を取り外します。中程度の寸法のジョー
の下部の穴および引き出しの外部の穴を使用
します。

8. アーバープレスを用いて新しい軸受(D)をセン
ターハウジング(101)に取り付けます。軸受を
センターハウジングの中のショルダーに押し
込みます。
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修理

9. アーバープレスと圧入工具(E)を用いて2個の
ブッシングを取り付けます。ブッシングフラッ
シュをセンターハウジング(101)に取り付けま
す。

10. センターセクションの再組み付け, page 19の
すべての手順に従います。

22 3A3677G



修理

モーターとギアボックスの取り外し

注、通常、モーターはギアボックスに取付けたま
まにします。モーターもしくはギアボックスを交
換する必要があると疑われる場合のみ、モーター
を取り外します。

ヒント、ギアボックスブラケット(15)をベンチに
締め付けてください。

ATEX (04C)、フレームプルーフ (04D)、もしくは
BLDC (04B、 05B、もしくは 06B)モーターの場
合、ステップ１からスタートしてください。標準
ACモーター(04A、 05Aもしくは 06A) はギアボッ
クス搭載の物です。その為、ステップ3からスター
トしてください。

1. ソケットレンチで 4個のネジ (122) を取り外
します。

ATEX モーター (04C) 15 mm

他のすべてのモータ 9／16 インチ

2. モーター(121)をギアボックス(118)から真っ
すぐに引き抜きます。

3. 5 mmの六角レンチを使用し、4個のネジ
（117）を取り外します。アラインメントハウ
ジング(116)を取り付けたギアボックスをポン
プから引っ張って外します。

4. アラインメントハウジングのネジ(128)とアク
セスカバー(126)を取り外します。カプラーの
ネジ(115)にアクセスできるまでギアボックス
カプラー(114)を回転させてください。8 mmの
六角レンチを使用してネジ(115)を外します。
ギアボックスカプラー(114)を取り外します。

5. 10 ミリのソケット レンチを使用して、4 本
のネジ (120) を取り外します。アラインメン
トハウジングをギアボックスから引っ張って
外します。

6. 10 ミリのソケット レンチを使用して、4個の
ボルト(17)とナット(18) を取り外します。ブラ
ケットからギアボックスを持ち上げます。注、
ギアボックス搭載のACモーターがある場合、
ブラケットから装置全体を持ち上げます。
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修理

圧縮機の交換

火事、爆発や感電による怪我を防止するために、
すべての電気配線は資格を有する電気技師が行
う必要があります。ご使用の地域におけるすべ
ての法令に従ってください。

1. 圧力開放手順, page 12に従ってください。
2. ポンプ(202)をカート(201)の固定している8個の

ボルト(203)を取り外すか、もしくは別の取付
面を取り外します。ポンプを取り外す場合、2
名で行うかもしくはリフトを使用します。

3. ポンプを横に倒して、圧縮機ボックスにアク
セスします。

4. 圧縮機からエアーライン(A1)を取り外します。
端子ブロックにある圧縮機の配線(L1、L2お
よび接地)を取り外します。4個のボルトを取
り外し、慎重にボックスから圧縮機を引き抜
きます。

5. 4個のボルトを使用して新たな圧縮機を取り付
けます。表示されているように、エアラインの
A1とA1を接続します。

6. 示されている通り、新しい圧縮機からきている
ケーブルを端子ブロックに接続します。

7. ポンプをその取付位置もしくはカートへ戻しま
す。8個のボルトでそれを固定します。

8. ポンプの電源を復旧します。

L1

L2

B

A
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トルクの指示

トルクの指示
液体カバーまたはマニホールドファスナーが緩んで
いる場合は、以下の手順を用いてトルクを与え、
シーリングを高めることは重要です。

注、液体カバーおよびマニホールドファスナーに
は、ネジ山に適用されるネジ山固定接着パッチが
あります。このパッチが摩耗している場合、操作
中にネジが緩む可能性があります。ネジを新しい
ものと交換するか、medium- strength (blue) Loctite
または同等の製品をスレッドに塗ります。

注、マニホールドの増し締めを行う前に、液体カ
バーを必ず完全に締めてください。

1. すべての液体カバーネジを少しずつ回し始め
ます。ヘッドがカパーに接触するまで各ネジ
を回します。

2. 指定のトルクかつ十字形で、半回転またはそれ
以下の角度で各ネジを回します。

3. マニホールドにも同じ手順を繰り返します。

液体カバーおよびマニホールドファスナー：90
インチ-ポンド (10.2 Nm)

流体カバーネジ インレットとアウトレットマニホールドネジ
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部品
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部品

部品/キットクイックレファレンス
部品/キット用のクイックレファンレンスとしてこの表を使用してください。キットの在中物の全詳細は、
表に記載されているページを参照してください。

参照
番号

部品/キッ
ト 説明 個数

1 — — — モジュール、ドライブ、 ペー
ジ29を参照

1

カバー、流体、 ページ32を参
照

24B653 アルミ製
24C051 導電性ポリプロピレン
24D347 ハステロイ
24C050 ポリプロピレン
24C052 PVDF

2

24C061 ステンレス鋼

2

マニホールド、出口、 32～34
ページ32～34参照

24B649 アルミニウム、npt
24B650 アルミニウム、bspt
24C039 導電性ポリー、中央フランジ
24C042 導電性ポリー、末端フランジ
24D343 ハステロイ、npt
24D344 ハステロイ、bspt
24C038 ポリプロピレン、中央フランジ
24C041 ポリプロピレン、末端フランジ
24C040 PVDF、中央フランジ
24C043 PVDF、末端フランジ
24C057 ステンレス鋼、npt

3

24C058 ステンレス鋼、bspt

1

マニホールド、入口、 32～34
ページ参照

24B651 アルミニウム、npt
24B652 アルミニウム、bspt
24C045 導電性ポリー、中央フランジ
24C048 導電性ポリー、末端フランジ
24D345 ハステロイ、npt
24D346 ハステロイ、bspt
24C044 ポリプロピレン、中央フランジ
24C047 ポリプロピレン、末端フランジ
24C046 PVDF、中央フランジ
24C049 PVDF、末端フランジ
24C059 ステンレス鋼、npt

4

24C060 ステンレス鋼、bspt

1

参照
番号

部品/キッ
ト 説明 個数

ファスナー、マニホールドお
よび液体カバー; 8パック; 34
ページ参照

24B654 アルミ製液体セクション
24C056 導電性ポリー、ポリー、および

PVDF液体セクション

5

24C064 ステンレス鋼およびハステロ
イ製液体セクション

2
パッ
ク

シート、4パック、必要に応じ
Oリング8個含まれています、
35ページを参照

24B630 アセタール
24B631 アルミ製
24B632 ブナ-N
24B638 FKM フルオロエラストマー
24B633 ギオラスト
24B635 ポリプロピレン
24C721 PVDF
24B636 サントプレーン
24B637 316 ステンレス鋼 (金属ポンプ)
25C818 316 ステンレス鋼 (プラスチッ

クポンプ)

6

24B634 TPE

1
パッ
ク

ボール、チェック、4パック、
8個のOリングを含む、 35ペー
ジ参照。

24B639 アセタール
24B640 ブナ-N
24B643 ポリクロロプレン
24B644 ポリクロロプレンとSSTコア
24B648 FKM フルオロエラストマー
24B641 ギオラスト
24B645 PTFE
24B646 サントプレーン
24B647 316 ステンレス鋼

7

24B642 TPE

1
パッ
ク

8 24B655 O-リング、マニホールド(モデ
ルの中には使用されてないも
のもあります)、PTFE、8パッ
ク、 38ページ参照

1
パッ
ク

9 — — — プレート、流体サイド、エアお
よび流体プレートキットに含ま
れる、 37ページ参照。

2
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部品

参照
番号

部品/キッ
ト 説明 個数

10 — — — プレート、エア・サイド;エア
および流体プレートキットに含
まれる;
37ページ参照

2

ダイアフラム、キット、 36～
37ページ参照

24B622 Buna-N 標準
24B629 FKM フルオロエラストマー標

準
24B623 Geolast 標準
24B628 Santoprene 標準
24B624 TPE 標準
24B625 ポリクロロプレン外側被覆済み
24B626 オーバー・モールドPTFE
24B627 PTFE/EPDM 2ピース

11

24F926 PTFE/Santoprene 2 ピース

1
キッ
ト

12 — — — ダイヤフラム、バックアップ
必要に応じて、参照 11 に含ま
れる

2

13 24C099 ボルト、シャフト、キット、
参照34を含む

2

ブラケット、ギアボックス、圧
縮機なしのモデル用; 参照17お
よび18を含む。

24Y538 アルミ製液体セクション用
24Y539 ハステロイ製もしくはステンレ

ス鋼製液体セクション用

15

24Y540 導電性ポリー、ポリーもしくは
PVDF液体セクション用

1

圧縮機、アセンブリー、参照を
含む。 16a、16b、18および35

24Y542 120 ボルト

16

24Y541 240 ボルト

1

圧縮機
24Y544 120 ボルト

16a

24Y545 240 ボルト

1

参照
番号

部品/キッ
ト 説明 個数

16b — — — ボックス、圧縮機 1
17 — — — ボルト、六角ワッシャーヘッ

ド、 M8–1.25 x 32 mm; 参照15
に含まれる。

4

18 — — — ナット; 参照15 または16に含
まれる。

4

タグ、トルク
17G058 アルミニウム製、ハステロイ

製、およびステンレス鋼セク
ション用

19秒

17G059 導電性ポリー、ポリー、および
PVDF液体セクション用

1

21秒 17D277 ラベル、警告 1

31秒 17D278 ラベル、警告、多言語 1
34 — — — Oリング、ダイアフラムシャ

フトボルト用、 参照13 に含ま
れる

2

ブラケット、ライザー; 圧縮機
搭載モデルに使用する。

17D358 アルミニウム製センターセク
ション用

35

17D359 ステンレス鋼センターセクショ
ン用

1

36 24C617 プラグ、6パック、 アルミ製
セクション付きモデルに使用
する。

1
パッ
ク

37 — — — エルボー、雄、スイベル、3/8
npt(f) x 1/4T、 圧縮機搭載モデ
ルに使用する

1

40 24Y514 コントロール、Husky Eシリー
ズ

1

41 15Y051 ケーブル、M12、8ピン、3
m(9.8 ft)

1

42 112257 ナット; ステンレス鋼液体セク
ション付きのモデルのマニホー
ルドボルト用

16

— — — 個別の販売はありません。
 交換用警告ラベル、サイン、タグおよびカード
は無償で入手できます。
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部品

センターセクション
サンプル構成番号
ポンプモ
デル

接液面の
材料

駆動 センター
セクショ
ン素材

ギアボッ
クスお
よびモー
ター

液体カ
バーお
よびマニ
ホールド

シート ボール ダイアフラ
ム

マニホー
ルドOリ
ング

1050 A E A 04A A1 SS BN BN PT
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部品

参照 部品 説明 個数
ハウジング、センター、アセン
ブリー; プラグを含む(参照123,
124)

24Y525 アルミ製 (Axxx)

101

24Y526 ステンレス鋼(Sxxx); Oリングも
含む (参照127)

1

102 24Y565 ピストン、アセンブリ 1

ボルト、軸受、参照107 と 108
24Y532 アルミニウム製センターハウジ

ングの場合(Axxx)

106

24Y533 ステンレス鋼センターハウジン
グの場合(Sxxx)

1

107 — — — 軸受、カムフォロワー参照 106
に含まれる。

1

108 — — — O-リング、サイズ019、 フルオ
ロエラストマー; 参照 106 に含
まれる

1

109† — — — O リング、サイズ153、ブナ-N 1
110† — — — カートリッジ、シール 1
111† — — — シール､ラジアル 1
111a† — — — Oリング、ラジアルシール 1
112 24Y524 シャフト、ドライブ、アセン

ブリー、 Oリングを含む(参照
109), カートリッジ(参照110) お
よびシール (参照111)

1

113 24Y522 カプラー、シャフト 1
114 24Y521 カプラー、ギアボックス、ネジ

を含む(参照115)
1

115 — — — ネジ、ソケットヘッド、M10 x
30 mm、参照114に含まれる。

1

ハウジング、アラインメント、
アセンブリー、 ネジを含む(参
照 117, 128) およびアクセスカ
バー(参照126)

24Y527 アルミ製 (Axxx)

116

24Y528 ステンレス鋼 (Sxxx)

1

117 — — — ネジ、ソケットヘッド、M6 x
40 mm; 参照116に含まれる。

4

ギアボックス
17F839 IEC、90B5フランジ、x04Fおよ

びx04Cモデルに使用

118

17A603 NEMA、56 C、 x04B、x05B、
x06B、 x04Dおよび x04E モデ
ルに使用

1

120 — — — ネジ、キャップ、六角ヘッド、
M6 x 16 mm

4

参照 部品 説明 個数
モーター

24Y520 AC、ギアボックスを含む、
x04A、x05Aおよびx06A モデル
に使用

17F734 ATEX、 x04C モデルに使用
17F745 EX、 x04D モデルに使用

121

24S067 BLDC、 x04B、x05Bおよび
x06B モデルに使用

1

ネジ、キャップ、 x04C
六角ヘッド、3/8-16 x 7/8、
x04B, x05B, x06Bおよび x04D
モデルに使用

122

六角ヘッド、M10–1.5 x 25mm、
x04C モデルに仕様

4

プラグ、パイプ、ヘッドレス
121497 アルミニウム製センターハウジ

ングの場合(Axxx)

123

122348 ステンレス鋼センターハウジン
グの場合(Sxxx)

1

プラグ、フロントアクセス
295607 アルミニウム製センターハウジ

ングの場合(Axxx)

124

24Y534 ステンレス鋼センターハウジン
グの場合(Sxxx)Oリングを含む
(参照127)

1

125 — — — ネジ、接地、M5 x 0.8 1

カバー、アクセス、 ネジ含む
(参照128)

24Y529 アルミニウム製センターハウジ
ングの場合(Axxx)

126

24Y530 ステンレス鋼センターハウジン
グの場合(Sxxx)

1

127 558730 O リング 1
128 — — — ネジ、ボタンヘッド、M6 x 6

mm
2

130 — — — エルボー、1/8–27 npt、 参照
131に含まれる。

1

131 24Y531 コントロール、エアー、エル
ボーを含む(参照130)、ワッ
シャー(参照132)、チュービン
グ、およびネジ(参照133)

1

132 — — — ワッシャー、参照 131 に含ま
れる。

1

133 — — — ネジ、 参照 131 に含まれる 1

135秒 15J075 ラベル、警告 1

— — — 個別の販売はありません。
 交換用警告ラベル、サイン、タグおよびカード
は無償で入手できます。

† シャフトシール修理キット24Y536に含まれて
います。
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部品

液体カバーおよびマニホールド
サンプル構成番号
ポンプモ
デル

接液面の
材料

駆動 センター
セクショ
ン素材

ギアボッ
クスお
よびモー
ター

液体カ
バーお
よびマニ
ホールド

シート ボール ダイアフラ
ム

マニホー
ルドOリ
ング

1050 A E A 04A A1 SS BN BN PT

液体カバーキット
キットには以下が含まれています:
1個の液体カバー (2)
4個のOリング(8)

アルミ製
A1,
A2

24B653

導電性ポリプロピレン、ポリプロピレンおよ
びPVDF
C1,
C2

24C051

P1,
P2

24C050

F1, F2 24C052

ハステロイおよびステンレス鋼
H1,
H2

24D347

S1,
S2

24C061

注、アウトレットマニホールドには警告ラベルが
含まれます。交換警告ラベル、サイン、タグおよ
びカードは無料で入手できます。

アルミニウムマニホールドキット
キットには以下が含まれています:
1個のマニホールド(3)
1個のプラグ (36)
4個のOリング (8)
1個の安全ラベル(アウトレットマニホールド
のみ; 21)
アウトレット (3)
A1 24B649
A2 24B650

インレット (4)
A1 24B651
A2 24B652
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部品

サンプル構成番号
ポンプモ
デル

接液面の
材料

駆動 センター
セクショ
ン素材

ギアボッ
クスお
よびモー
ター

液体カ
バーお
よびマニ
ホールド

シート ボール ダイアフラ
ム

マニホー
ルドOリ
ング

1050 A E A 04A A1 SS BN BN PT

導電性ポリプロピレン、ポリプロピレンおよび
PVDFマニホールドキット
キットには以下が含まれています:
1個のマニホールド (3)
4個のOリング(8)
1この安全ラベル(アウトレットマニホールド
のみ; 21)
中央フランジアウトレット(3)
C1 24C039
F1 24C040
P1 24C038

末端フランジアウトレット(3)
C2 24C042
F2 24C043
P2 24C041

センターフランジインレット(4)
C1 24C045
F1 24C046
P1 24C044

末端フランジインレット(4)
C2 24C048
F2 24C049
P2 24C047
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部品

ハステロイとステンレス鋼　
キットには以下が含まれています:
1個のマニホールド(3)
4個のOリング (8)
1個の安全ラベル(アウトレットマニホールドのみ;
21)
アウトレット (3)
H1 24D343
H2 24D344
S1 24C057
S2 24C058

インレット (4)
H1 24D345
H2 24D346
S1 24C059
S2 24C060

マニホールド/液体カバーファスナーキット
A1, A2 24B654

キットには以下が含まれています：

• 8個のボルト;被覆炭素鋼、ヘックスワッシャー
ヘッド; M8 x 25

C1, C2, F1,
F2, P1, P2

24C056

キットには以下が含まれています：

• ボルト8個、300シリーズステンレス鋼; ヘック
スフランジ、M8 x 32

• ナット8個
H1, H2, S1,
S2

24C064

キットには以下が含まれています：

• ボルト8個、300シリーズステンレス鋼; ヘック
スワッシャーヘッド、M8 x 20

• ナット8個
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部品

シートとチェックボール
サンプル構成番号
ポンプモ
デル

接液面の
材料

駆動 センター
セクショ
ン素材

ギアボッ
クスお
よびモー
ター

液体カ
バーお
よびマニ
ホールド

シート ボール ダイアフラ
ム

マニホー
ルドOリ
ング

1050 A E A 04A A1 SS BN BN PT

シートキット
AC 24B630
AL 24B631
BN 24B632
FK 24B638
GE 24B633
PP 24B635
PV 24C721
SP 24B636

24B637 (金属ポンプ)SS

25C818 (プラスチックポンプ)
TP 24B634

キットには以下が含まれています、

• シート(6) 4 個、表に記載されている材料
• 8個のOリング(8)、PTFE;Buna-N、FKM または
TPE シート付きのモデルには使用しません。

ボールキット
AC 24B639
BN 24B640
CR 24B643
CW 24B644
FK 24B648
GE 24B641
PT 24B645
SP 24B646
SS 24B647
TP 24B642

キットには以下が含まれています、

• ボール (7) 4個、材料は表に記載
• 8個のOリング (8) ;Buna-N、FKM または TPE
シート付きのモデルには使用しません。
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部品

ダイアフラム
サンプル構成番号
ポンプモ
デル

接液面の
材料

駆動 センター
セクショ
ン素材

ギアボッ
クスお
よびモー
ター

液体カ
バーお
よびマニ
ホールド

シート ボール ダイアフラ
ム

マニホー
ルドOリ
ング

1050 A E A 04A A1 SS BN BN PT

1ピースボルトスルーダイア
フラムキット
BN 24B622
FK 24B629
GE 24B623
SP 24B628
TP 24B624

キットには以下が含まれています、

• 2個のダイアフラム(11)、材料は表に記載
• 2個のO リング (34) ;金属製ポンプに使用
• 1個のダイアフラム取り付けツール;使用しない
• 8個のOリング (8) ;Buna-N、FKM または TPE
シート付きのモデルには使用しません。

オーバーモールドのダイア
フラムキット
CO 24B625
PO 24B626

キットには以下が含まれています、

• オーバーモールドのダイアフラム (11)、材料は
表記載のとおり 2 個

• 2個のダイアフラム固定ネジ（13）
• 1個のダイアフラム取り付けツール;使用しない
• 嫌気性粘着材 1 パケット
• 1個のパケットシーラント
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部品

サンプル構成番号
ポンプモ
デル

接液面の
材料

駆動 センター
セクショ
ン素材

ギアボッ
クスお
よびモー
ター

液体カ
バーお
よびマニ
ホールド

シート ボール ダイアフラ
ム

マニホー
ルドOリ
ング

1050 A E A 04A A1 SS BN BN PT

2ピースボルトスルーダイア
フラムキット
PS 24F926
PT 24B627

キットには以下が含まれています、
• ダイアフラム (11)、PTFE 2 個
• 2 個のバックアップダイアフラム (12)、材料は
表に記載

• 2個のO リング (34);金属製ポンプに使用
• 1個のダイアフラム取り付けツール;使用しない
• 8個のOリング(8);PTFE

エアと流体プレートキット
A1, A2 24C035
C1, C2, P1,
P2

24C036

F1, F2 24C037
H1, H2 24D342
S1, S2 24C062

アルミニウム製、ハステロイ製、およびステンレ
ス鋼ポンプのキットには以下が含まれています、

• エア・サイド・ダイアフラム・プレート（10）
1個

• 液体側ダイアフラムプレート (9)　１個
• O リング 1 個 (34)
• ボルト (13) 1 個

ポリプロピレン、導電性ポリプロピレン、および
PVDFポンプには以下が含まれます：

• エア・サイド・ダイアフラム・プレート（10）
1個

• 1個の液体サイドダイアフラムプレート（9、ボ
ルトを含む）

ダイアフラムシャフトボルト

金属製ポン
プ

24C099

キットには以下が含まれています、

• ボルト1 個(13);ステンレス鋼、M12 x 35
• O リング 1 個 (34)
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部品

マニホールドシール
サンプル構成番号
ポンプモ
デル

接液面の
材料

駆動 センター
セクショ
ン素材

ギアボッ
クスお
よびモー
ター

液体カ
バーお
よびマニ
ホールド

シート ボール ダイアフラ
ム

マニホー
ルドOリ
ング

1050 A E A 04A A1 SS BN BN PT

マニホールド O リングキット
PT 24W212

キットには以下が含まれています、

• 8個のOリング(9)、PTFE;Buna-N、FKM または
TPE シート付きのモデルには使用しません。
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部品

カート
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部品

カート取り付けモデル

参照 部品 説明 個数
201 24Y543 カート、 ネジを含み

ます (参照203)
1

202 表を参照 ポンプ 1
203 — — — ネジ、 M8–1.25 x 25

mm、 参照201に含ま
れる。

12

204 24Y537 ブラケット、コント
ロールボックス、 ネ
ジ(203, 206)および
ナット(216)を含む。

1

40 24Y514 コントローラー、
Gracoモーター制御

1

206 — — — ネジ、M5–0.8 x 12
mm、 参照204に含ま
れる。

4

210 17L370 ケーブル、コンプ
レッサー

1

211 17L368 ケーブル、モーター 1
216 — — — ナット、ロック、 参

照 204 に含まれる。
4

217 17F709 ケーブル、M12、
8–pin、0.3 m (1
フィート)

1

218 — — — コネクター、張力リ
リーフ

1

参照 部品 説明 個数
219 — — — コード、電源 (120 V) 1
220秒 17B772 ラベル、警告 1

 交換用警告ラベル、サイン、タグおよびカード
は無償で入手できます。

Table 1 カート取り付けモデルに使用するポンプ

カートモデル ポンプモデル(参照番号202)
24Y388 648190
24Y552 648250
24Y553 648183
24Y554 648243
24Y555 648180
24Y556 648240
24Y557 648187
24Y558 648247
24Y559 650110
24Y560 650154
24Y561 651908
24Y562 651944
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部品

カート

参照 部品 説明 個数
301 — — — フレーム 1
302 156306 ワッシャー、フラット 2
303 116038 ワッシャー、ウェーブス

プリング
2

304 119420 ウィール、空気式 2
305 120211 Eリング、保持 2
306 192027 スリーブ 2
307 112827 ボタン、スナップ 2
308 101354 ピン、スプリング、スト

レート
2

参照 部品 説明 個数
309 15J645 ワッシャー 2
310 24M397 ハンドル 1
311 — — — プレート 1
312 — — — クランプ 2
313 108481 ネジ、5/16–18 X 2.25 4
314 111040 ナット、ロック 4
315 100527 ワッシャー 8
316 109032 ネジ、#10–32 x 0.25 4
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部品

キットとアクセサリ

ACおよびBLDCモーターの場合
リークセンサーキット24Y661

キットをアップグレードして、リークセンサーを
既存のシステムに加えます。リークセンサーおよ
びブッシングを含む。
注意:以下のセクションからもケーブルを購入でき
ます。Gracoモーター制御を使用するBLDCモー
ター搭載のシステムの場合、第1セクションに延
長ケーブルをご注文ください。VFDを使用するAC
モーター搭載のシステムの場合、第2セクションに
Field Wireableケーブルをご注文ください。

リークセンサー/PLC延長ケーブル
(BLDC モーターの場合)

M8、4–pin
部品 説明
121683 9.8フィート、3.0 m
17H349 24.6 フィート、7.5 m
17H352 52.5フィート、 16 m

リークセンサーケーブル; Field Wireable ケーブ
ル(VFDの場合)

M8、4–pin
部品 説明
17H389 9.8フィート、3.0 m
17H390 24.6 フィート、7.5 m
17H391 52.5フィート、 16 m

圧縮機アップグレードキット24Y542 (120V) および
24Y541 (240V)

アップグレードキットには、圧縮機、圧縮機ボッ
クス、ブラケットおよび取付ハードウエアが含ま
れます。

センターセクション修理ツールキット24Y627

センターセクションから軸受を取り外すために必
要なツールが含まれます。

軸受引き出しキット 17J718

交換可能軸受引き出しセットを含む。

コントローラーからモーターへの接続ケーブル
モーターコントローラーをモーターにワイヤ接続す
るために、プリアセンブルされたケーブル。ケーブ
ル、ストレインリリーフ、および端子を含みます。
部品 説明
17L368 1.0 フィート、0.3 m
17S306 9.8フィート、3.0 m

コンプレッサーからモーターへの接続ケーブル
コンプレッサーをモーターコントローラーにワイヤ
接続するために、プリアセンブルされたケーブル。
部品 説明
17L370 2.0 フィート、0.6 m
17S308 9.8フィート、3.0 m

BLDCモーターの場合
Gracoモーター制御キット 24Y514

代替えキットには、必要なソフトを内蔵したGraco
モーター制御が入っています。

ソフトウエアーアップグレードキット 17H104

アップグレードキットには、ソフトウエアトーク
ンと説明書が入っています。注、プログラミング
ケーブルキット24Y788もご購入下さい。

モーターフィードバックケーブル

M12、8–pin
部品 説明
17F709 1.0 フィート、0.3 m
15Y051 9.8フィート、3.0 m
16X521 24.6 フィート、7.5 m
16P791 52.5フィート、 16 m

PLC 制御ケーブル

M8、4–pin
部品 説明
17H365 9.8フィート、3.0 m
17H366 24.6 フィート、7.5 m
17H367 52.5フィート、 16 m
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技術データ

技術データ
米国 メートル法

Husky 1050e 電動ダブルダイヤフラムポンプ

最高流体作業圧力 70 psi 0.48 MPa、 4.8 bar

最高流入エア圧 150 psi 1.03 MPa、 10.3
bar

センターセクション給気範囲 20 - 80 psi 0.14-0.55 Mpa、
1.4-5.5 bar

最大エア消費量 <0.2 scfh <0.006 立法メー
ター/時間

エアインレットサイズ、 3/8 インチ npt(f)

最大吸引リフト (損傷したボールまたはシート、軽量ボール、
または極端なサイクリング速度によりボールがうまくはまらな
い場合には下げてください)

湿、29 フィート
乾、16 フィート

湿、8.8 m
乾、4.9 m

ポンプ可能固体サイズ 1/8 インチ 3.2 mm

運転と保管に対する周囲温度
注、極端な低温にさらされると、プラスチック部品の損傷に
至る場合があります。

32° F～104° F 0° C～40° C

サイクル毎の流体排水量 0.14 ガロン 0.53リットル

最大フリーフロー排出量 39 gpm 148 lpm

最高ポンプ速度 280 cpm

液体インレットとアウトレットのサイズ

アルミニウム、ハステロイ、またはステンレス鋼 1 インチ npt(f) または 1 インチ bspt

ポリプロピレン、導電性ポリプロピレンもしくはPVDF 1 インチ ANSI/DIN 突出面フランジ

電動モーター

AC,標準CE (04A,05A,06A)

電力 2 HP 1.5 kW

モーター極数 4 極

速度 1800 rpm (60 Hz)または1500 rpm (50 Hz)

一定トルク 6:1

変速比 8.16

電圧 3相 230V / 3相 460V

最高アンペア負荷 5.7 A (230V) / 2.85 A (460V)

侵入防止 IP66

IＥ　定格 IE2

AC、ATEX (04C)

電力 2 HP 1.5 kW
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技術データ

米国 メートル法

モーター極数 2 極

速度 3420 rpm (60 Hz)または2850 rpm (50 Hz)

一定トルク 10:1

変速比 18.08

電圧 3相 240V / 3相 415V

最高アンペア負荷 5.44 A (230V) / 3.14 A (460V)

侵入防止 IP55

IＥ　定格 IE1

AC、防爆 (04D)

電力 2 Hp 1.5 kW

モーター極数 2 極

速度 3450 rpm (60 Hz)または2875 rpm (50 Hz)

一定トルク 20:1

変速比 18.08

電圧 3相 230V / 3相 460V

最高アンペア負荷 5.2 A (230V) / 2.6 A (460V)

侵入防止 IP54

IＥ　定格 IE2

BLDC (04B, 05B, 06B)

電力 2.2 Hp 1.6 kW

モーター極数 2 極

速度 3600 rpm

変速比 11.86

電圧 320 VDC

最高アンペア負荷 5.2 A

侵入防止 IP56

ノイズデータ

音響出力（ISO-9614-2に準拠した測定）

70 psiの液体圧力と50 cpmにおいて 71 dBa

30 psiの液体圧力と280 cpmにおいて(全流) 94 dBa

音響圧力 ［装置から1 メートル（3.28フィート）の距離で
テスト]

70 psiの液体圧力と50 cpmにおいて 61 dBa

30 psiの液体圧力と280 cpmにおいて(全流) 84 dBa
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技術データ

米国 メートル法

接液部品

接液部品には、シート、ボール、ダイアフラムオプション等に対して選択された材料、および液体セク
ションの構造物の材料が含まれます。アルミ製、ハステロイ、ポリプロピレン、導電性ポリプロピレ
ン、 PVDF、もしくはステンレス鋼

非接液部品

アルミ製 アルミニウム製、被覆炭素鋼、青銅

ハステロイ ハステロイ製、ステンレス鋼、アルミ
ニウム製（センターセクションに使用
されている場合）、青銅

プラスチック ステンレス鋼、ポリプロピレン、被覆
炭素鋼、青銅

ステンレス鋼 ステンレス鋼、アルミニウム製、被覆
炭素鋼、青銅

Gracoモーター制御に関する技術仕様
(すべての取り付けと配線は、NEC と地域の電気関連法令に従う必要があります。)

DC 電源 クラス2電源のみ

認可 UL508C

適合性 CE-低電圧(2006/95/EC)、EMC
(2004/108/EC)、およびRoHS

(2011/65/EU) 指令

周囲温度 -40°F – 104°F -40°C – 40°C

環境定格 タイプ4X, IP66

モーター温度過上昇検知仕様(モーター内のサーマルセンサー
からの信号を受信し、作動するある特定の手段をドライブ内に
構築します。モーター温度過上昇検知が作動して、モーターの
オーバーロードを保護します。)

0–3.3VDC、1mA最大

入力の仕様

入力線の電圧 120/240 Vac、線間

入力線の相 単相

入力線の周波数 50/60 Hz

入力電流/相 16A

最大分岐回路保護定格 20A, 逆転時間サーキットブレーカー

短絡回路電流定格 5 kA

出力の仕様

出力線の電圧 0-264 VAC

出力線の相 3 相

出力電流(ソフトウェアを介して設定されている電流制限は、
モーターオーバーロードからの二次保護として提供されて
います。)

0-12A
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技術データ

米国 メートル法

出力電源 1.92 KW / 2.6 hp

出力オーバーロード 200% で 0.2 秒間

重量
ポンプ素材 モーター/ギアボックス

AC ATEX + IEC 耐火性+NEMA NEMA IEC BLDC+
NEMA

液体セクショ
ン

センター
セクショ
ン

ポンド キログ
ラム

ポンド キログ
ラム

ポンド キログ
ラム

ポンド キログ
ラム

ポンド キログ
ラム

ポンド キログ
ラム

アルミ製 アルミ製 106 48.1 144 65.3 109.5 49.7 69.5 31.5 74 33.6 90 40.8

導電性ポリ
プロピレン

アルミ製 103.5 46.9 141.5 64.1 107 48.5 67 30.4 71.5 32.4 87.5 39.7

導電性ポリ
プロピレン

ステンレ
ス鋼

135 61.2 173 78.5 138.5 62.8 98.5 44.7 103 46.7 119 54.0

ハステロイ ステンレ
ス鋼

153 69.4 191 86.6 156.5 71.0 116.5 52.8 121 54.9 137 62.1

ポリプロピ
レン

アルミ製 103.5 46.9 141.5 64.2 106.5 48.3 67 30.4 71.5 32.4 87.5 39.7

ポリプロピ
レン

ステンレ
ス鋼

135 61.2 173 78.5 138.5 62.8 98.5 44.7 103 46.7 119 54.0

PVDF アルミ製 109 49.4 147 66.7 112.5 51.0 72.5 32.9 77 34.9 93 42.2

PVDF ステンレ
ス鋼

140.5 63.7 178.5 81.0 144 63.7 104 47.2 108.5 49.2 124.5 56.5

ステンレス
鋼

アルミ製 121.5 55.1 159.5 72.3 125 55.5 85 38.6 89.5 40.6 105.5 47.9

ステンレス
鋼

ステンレ
ス鋼

153 69.4 191 86.6 156.5 71.0 116.5 52.8 121 54.9 137 62.1

構成部品/モデル 米国 メートル法

圧縮機 28 lb 13 kg

Graco VFD 6 lb 3 kg

Gracoモーター制御 10.5 ポンド 4.8 kg

カートモデル

24Y388、24Y552、および24Y588 184.5 ポンド 83.7 kg

24Y559 および 24Y560 182 ポンド 82.6 kg

24Y561 および 24Y562 200 ポンド 90.7 kg
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技術データ

流体温度範囲

告知

温度限界は、機械的応力のみに基づいています。特定の化学物質は、液体温度範囲を制限します。最も
制限された浸水部品の温度範囲内に保ってください。お使いのポンプの部品に対し高温すぎる、あるい
は低温すぎる液体温度で操作すると、機器に損傷を与える可能性があります。

流体温度範囲

アルミニウム、ハステロイ、
またはステンレス鋼製ポンプ

ポリプロピレンまたは導電性
ポリプロピレンポンプ PVDF ポンプ

ダイアフラム/ボール/
シート素材 華氏 摂氏 華氏 摂氏 華氏 摂氏

アセタル(AC) 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C

ブナ-N (BN) 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C

FKM フルオロエラスト
マー (FK)*

-40° ～ 275°F -40° ～ 135°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 225°F -12° ～ 107°C

Geolast® (GE) -40° ～ 150°F -40° ～ 66°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 150°F -12° ～ 66°C

ポリクロロプレン・
オーバーモールド・ダ
イアフラム(CO) ある
いはポリクロロプレン
製チェックボール (CR
または CW)

0° ～ 180°F -18° ～ 82°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C

ポリプロピレンPP) 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C

PTFEオーバーモール
ドダイアフラム(PO)

40° ～ 180°F 4° ～ 82°C 40° ～ 150°F 4° ～ 66°C 40° ～ 180°F 4° ～ 82°C

PTFEチェックボールま
たは2個のPTFE/EPDM
ダイアフラム (PT)

40° ～ 220°F 4° ～ 104°C 40° ～ 150°F 4° ～ 66°C 40° ～ 220°F 4° ～ 104°C

PVDF (PV) 10° ～ 225°F -12° ～ 107°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 225°F -12° ～ 107°C

Santoprene® チェック
ボール (SP) または2個
の PTFE/Santopreneダ
イヤフラム(PS)

-40° ～ 180°F -40° ～ 82°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 225°F -12° ～ 107°C

TPE (TP) -20° ～ 150°F -29° ～ 66°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 150°F -12° ～ 66°C

* 表示の最高温度は、T4温度分類に対するATEX標準に基づいています。非爆発性環境で操作している場合は、アルミ
ニウム製またはステンレス製ポンプ内のFMKフルオロエラストマーの最大液体温度は320°F (160°C)です。
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Graco社標準保証

Graco は、直接お買い上げ頂いたお客様のご使用に対し、販売日時から、本ドキュメントに記載され
た、Graco が製造し、かつ Graco の社名を付したすべての装置の材質および仕上がりに欠陥がないこ
とを保証します。Graco により公表された特殊的、拡張的または制限的保証を除き、販売日時から起算
して 12 ヶ月間、Graco により欠陥があると判断された装置の部品を修理、交換致します。この保証は
装置がGracoが明記した推奨に従って設置、操作、保守された場合にのみ適用します。
誤った設置、誤用、摩擦、腐食、不十分または不適切な保守、怠慢、事故、改ざん、または Graco 製
でない構成部品の代用が原因で発生した一般的な消耗、あるいは誤動作、損傷、摩耗については、本
保証の範囲外であり、Graco は一切責任を負わないものとします。また、Graco の装置と Graco に
よって提供されていない構成、付属品、装置、または材料の不適合、あるいは Graco によって提供さ
れていない構成、付属品、装置、または材料の不適切な設計、製造、取り付け、操作または保守が原
因で発生した誤動作、損傷、または摩耗については、Graco は一切責任を負わないものとします。
本保証は、Graco 認定販売代理店に、主張された欠陥を検証するために、欠陥があると主張された装置
が支払済みで返却された時点で、条件が適用されます。主張された欠陥が確認された場合、Graco はす
べての欠陥部品を無料で修理または交換します。装置は、輸送料前払いで、直接お買い上げ頂けたお客
様に返却されます。装置の検査により材質または仕上がりの欠陥が明らかにならなかった場合は、修理
は妥当な料金で行われます。料金には部品、労働、および輸送の費用が含まれる可能性があります。
本保証は唯一のものであり、商品性の保証あるいは特定の目的に関する適合性の保証を含むがそれに
限られるものでは無い、明示あるいは黙示のその他の保証の代わりとなるものである。
保証契約不履行の場合のGraco社のあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りで
す。購入者は、他の補償 (利益の損失、売上の損失、人身傷害、または器物破損による偶発的または結
果的な損害、または他のいかなる偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定されるものではない)
は得られないものであることに同意します。補償違反に関連するいかなる行為は、販売日時から起
算して 2 年以内に提起する必要があります。
Gracoによって販売されているが、製造されていない付属品、装置、材料、または部品に関しては、
Gracoは保証を負わず、特定目的に対する商用性および適合性のすべての黙示保証は免責されるものと
します。Gracoにより販売されているが 当社製品でないアイテム(電気モータ、スイッチ、ホース等)
は、上記アイテムの製造元の保証に従います。Gracoは、これらの保証違反に関する何らかの主張を行
う際は、合理的な支援を購入者に提供いたします。
いかなる場合でも、Graco は Graco の提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその
他の販売される商品から生じる間接的、偶発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、補
償違反、Graco の不注意、またはその他によるものを問わず、一切責任を負わないものとします。
FOR GRACO CANADA CUSTOMERS
The Parties acknowledge that they have required that the present document, as well as all documents,
notices and legal proceedings entered into, given or instituted pursuant hereto or relating directly or
indirectly hereto, be drawn up in English.Les parties reconnaissent avoir convenu que la rédaction du
présente document sera en Anglais, ainsi que tous documents, avis et procédures judiciaires exécutés,
donnés ou intentés, à la suite de ou en rapport, directement ou indirectement, avec les procédures
concernées.

Graco の情報
Graco 製品についての最新情報には、www.graco.com に移動してください。
特許の情報については、www.graco.com/patents を参照してください。

注文については、Graco 販売代理店にお問い合わせください。または、電話にて最寄りの販売代理店
をご確認ください。
電話、612-623-6921または 無料通話、1-800-328-0211 ファックス、612-378-3505

本文書に含まれる全ての文字および図、表等によるデータは、出版時に入手可能な最新の製品情報を反映しています。
グラコは、何時でも予告なく内容を変更する権利を有します。

オリジナル指示。This manual contains Japanese. MM 334189

Graco Headquarters:Minneapolis
海外拠点、Belgium, China, Japan, Korea

GRACO INC.AND SUBSIDIARIES • P.O.BOX 1441 • MINNEAPOLIS MN 55440-1441 • USA
Copyright 2015, Graco Inc. すべての Graco 製造場所は ISO 9001 に登録されています。

www.graco.com
改訂G - 2018 年 3月
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